
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ご自由にお持ち帰り下さい。 

医療法人南労会グループ        
●紀和病院 
●みどりクリニック 
●訪問看護ステーション ウェルビー 
●居宅介護支援事業所 ケアプランセンター紀和 
●通所リハビリテーション 紀和リハビリ倶楽部 
 
 

●紀和健康管理センター 
●松浦診療所 
●訪問介護 ホームヘルプ紀和 
●みどりクリニック デイリハビリ 
●在宅介護支援センター 
 
 

●紀和クリニック 
●紀和ブレスト（乳腺）センター 
●紀和病院 訪問リハビリテーション 
●小規模多機能型居宅介護 森のこかげ 
●通所介護 デイサービス春林館 
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医療法人南労会 紀和病院 
私たちは命の輝き（QOL）を大切にする医療・介護を行います。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療法人南労会及び医療法人玄同会は合併致します 

伊都橋本地域には 

医療療養型病棟を持つ病院がない現状 
 

伊都橋本地域において、急性期医療の治療を終え

ても、引続き医療の必要性が高く病院での療養が継

続的に必要な患者さんを対象とした慢性期医療を

実施する医療療養型病棟を持つ病院が現状ではあ

りません。そのため県保健医療計画によると橋本保

健医療圏では、県外の入院割合が19.2％と突出して

高く、医療療養型病床が皆無の状態が続けば、更な

る県外の入院流出が拡大する状況です。 

 

伊都橋本地域では、高齢化が進んでいます。地域

に住む患者さんが、急性期医療の治療を終えても医

療必要度が高く容易に在宅・介護へ移行できず、他

府県の慢性期医療病院へ入院しなくてはいけない

現状であり、又診療所(医院)におきましても、患者

さんが地域外での療養となり継続的な医療の提供

が困難となり、病院では後方支援体制の不備のため

退院調整に困窮している状況であります。 

地域の住民が住み慣れた地域で自分らしい暮ら

しを人生の最後まで続けることが出来るよう、医

療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地 

域包括ケアシステムの構築のため、橋本保健医療圏

にかけている慢性期医療の整備が求められている

状態です。 

 

 

平成26年秋に、

医療法人南労会は

地域の伊都医師会

及び関係市町村と

協議をしました。

地域の高齢化を考

えれば「慢性期医

療を必要とする患

者」の受け皿とし

ての療養型病床の

整備・構築が必要

との認識で一致し

ました。 

 

 

医療法人南労会 

常務理事 若杉正樹 

医療法人南労会として新たな出発 
 

上記の協議結果を受けて、医療法人南労会及び医

療法人玄同会は、合併することで病院運営を安定さ

せ、重度慢性期医療の確保することで、地域の医療

提供体制が安定するとの結論に達し、今回の合併を

行うこととしました。 

医療法人南労会及び医療法人玄同会は、平成27

年9月1日に統合し、医療法人南労会として、新たに

医療療養型病棟を確保して出発します。 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

急性期医療の治療を受けた後や、回復期リハビリテーション病棟での集

中的なリハビリテーションを受けた後でも、引き続き継続的な医療提供

の必要度が高く、ご自宅での療養には不安が残る場合があります。 
また、高齢者の病気は長引くことが多く、寝たきりの患者さんも少なく

ありません。これらの方々には長期的・継続的な医療や身体機能の低下

を予防するための医療・看護などが必要です。 
医療療養型病棟はそういった、主に高齢者を中心とした、症状は安定し

ているものの慢性的な疾患があり、長期の療養が必要とされる患者さん

を対象に、安心して療養していただける入院環境を備えた病棟です。患

者さんひとり一人の症状・状況に合わせた医療や看護、ケアを通じて、

在宅への復帰を目指していきます。     お問合せ 0736-33-5000

                          

●
ど
の
よ
う
な
人
が
入
院
出
来
ま
す
か
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急
性
期
医
療
や
回
復
期
医
療
を
終
え
た
方
で
も
、
胃
ろ
う
に

よ
る
栄
養
摂
取
や
た
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の
吸
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と
い
っ
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、
継
続
的
な
医

療
・
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が
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要
な
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が
あ
り
ま
す
。
そ
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介
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●
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、
入
院
出
来
ま
す
か
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基
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的
に
は
、
在
宅
へ
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復
帰
の
目
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が
立
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ま
で
と
し
て

お
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す
が
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入
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え
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い
り
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す
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●
入
院
生
活
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
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患
者
さ
ん
、
ご
家
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参
加
し
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医
師
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師
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理
学
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法
士
な
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連
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り
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者
さ
ん
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人
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計

画
が
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す
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の
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養
を
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し
ま
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●
病
状
が
急
変
し
た
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？ 

病
状
が
急
変
し
た
場
合
に
は
、
紀
和
病
院
の
急
性
期
病
棟
へ

移
っ
て
頂
い
て
、
必
要
な
治
療
を
行
い
ま
す
。 
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井谷 優克 いたに まさよし 

所属診療科：整形外科 

診 察 日：毎週木曜日 

【略歴】 

近畿大学 医学部（平成 7年） 

【ひとこと】 

平成 27 年 4 月より赴任となりました。整形外科の専門分野は特になく浅く広くと

いった診療・治療を目標にしております。今まで培ってきた経験をこの橋本市民の

地域医療に貢献できるよう頑張っていきたいと思います。 

 

ホームページがリニューアルされました。当院の各種情報を皆様にわかりやすくお伝えできるよ

うに、「使いやすい」「見やすい」「探しやすい」「親しみやすい」ホームページを目指しました。 

サイト内の

検索が可能

です 
休診・代診

の確認がで

きます 

文字を拡大

することが

できます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高次脳機能障害とは 
 
脳血管疾患や頭部外傷などにより

脳が損傷を受けると、言葉や記憶、

行動、感情のコントロールなど、目

には見えない部分に様々な後遺症

が残ることがあります。このような

障害を“高次脳機能障害”といいま

す。 
 
高次脳機能障害は「気持ちが通じ

合わない」「仕事に戻れない」「1 人

にできない」など、当事者やご家族

に大きな負担を与えるものであり

ながら、障害を受け入れることも周

囲に理解してもらうことも難しい

のが特徴です。 
そのような悩みをともに話し合

い、学びながら、一緒に歩む仲間を

作る場として、月 1 回交流の場を設

けていますので、当事者の方、ご家

族の方を問わず、気軽にご参加くだ

さい。 

「さつき会」の活動 

料理、歌、遠足、勉強会など様々です 
 
障害についてまだよくわからない 
うまく言葉が通じず、何を考えているかわからない 
いつも誰かがそばについていなければいけない 
大勢の輪の中に入れるか心配 

などの不安を少しずつ解消しながら、一緒に過ごしましょう！！ 

グループの選択や行き来は自由です。 
どちらが良いかわからない、などがあれば相談、提案させていただきます。 

グループ１ 
主に、当事者とご家族が 

離れて活動を行う 

グループ 2 
主に、当事者とご家族が 

一緒に活動を行う 

日常のいろいろ

を忘れられる時

間でした 

楽しい時間を過

ごさせていただ

きました 

みんなの懸命の

気持ちが伝わっ

てきて OK♪ 

障害にくじけるこ

となく明るく振る

舞うことに勇気を

感じました 

 

来年も楽しみ

にしています 

毎年成長がみれ

てとても嬉しい

です 

 

和気あいあいと、

なごやかな気分

にさせてもらい

ました♪ 

12 月 20 日（土）13：30～15：00 

当日は大雨と悪天候でしたが喫茶店はもちろん、初挑戦のハンドベルや若手チームの絵描きゲームに

ビンゴゲーム等と大盛況で幕を閉じました。事前準備、当日準備、発表された方、片付けを手伝って

くださった方、それぞれ大活躍で、笑顔のまま無事終えることができました。 

お客様からもすてきなメッセージをいただいております。 

 

開 催 日 毎月 第 3 土曜日 
時  間 グループ１ 14：00～15：00 
     グループ２ 15：15～16：00 
お問合せ ℡0736-33-5000 
     リハビリテーション部 足立・石山 
     又は 医療福祉相談室 結城（ゆうき） 
 

高次脳機能障害者と家族の会  




